第26回 全国キリスト教学校人権教育セミナー

子どものいのちと人権

―キリスト教学校の教育課題―

　2015年８月18日（火）～19日（水）
会場：恵泉女学園大学
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主催

第26回全国キリスト教学校人権教育セミナー実行委員会
（メールアドレス　zenkiri2015@yahoo.co.jp）
全国キリスト教学校人権教育研究協議会
（ホームページ　http://zenkiri.junyx.net）
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人権教育セミナーは今年度で26回目を迎えますが、今年はまた戦後70年となる節目を迎えています。そのような中で私たちは今回のテーマを「子どものいのちと人権」といたしました。　

戦後世界は平和への決意を新たに再出発しましたが、残念ながらその後も戦禍がたえません。昨今の東アジアをめぐる世界的な動きの中で、日本の立ち位置にも大きな変化が見られます。戦争は最大の人権侵害といわれますが、このような動きは人権をないがしろにし、軽視する傾向を生み出しています。日本でもいじめや暴力、差別・偏見などを背景とし、子どものいのちさえもが危機にさらされる事件が相次いでおります。このような状況にあって今一度私たちは、人権を根源から、「子どものいのち」という原点から問い直す必要があると考えました。

自然に恵まれた恵泉女学園大学のキャンパスで、多くの方々の出会いと交流を通して、明日への希望と確信をともに分かち合えれば幸いです。

●日　程
2015年８月18日(火)～19日(水)　＊８月17日(月)にオプションのフィールドワークがあります
●会　場
恵泉女学園大学　(東京都多摩市南野２丁目10 −１　⇒６ページを参照してください)

●参加費
（オプション費用と共に、事前振り込みをお願いします）

出張14,000円　／　自費12,000円　／　学生9,000円

（参加費にはセミナー諸費用、昼食代、ニュース購読･協議会運営協力費が含まれます）
☆フィールドワークはオプションです。セミナー参加費に5,000円（Ａコース：入館料・昼食代込み）
または2,000円（Ｂコース）をプラスしてお送りください。
●申込み
７月17日(金)までに、できるだけメールでお申し込みください。

☆「全国キリスト教学校人権教育研究協議会」のHP　http://zenkiri.junyx.netからも

申込書（用紙は２枚１組です）をダウンロードすることができます。

☆FAXでも申込みは可能ですが、〆切を厳守してください。
●申込先
[メール]　 zenkiri2015@yahoo.co.jp
　　　　　 [FAX]　　　03-3203-0731（NCC教育部）
●参加費振込先　郵便振替口座　
番号　００１９０－８－２９２１４９


名称　第２６回全国キリスト教学校人権教育セミナー実行委員会

※７月17日（金）までにご送金ください。
●宿　泊
各自でご予約ください。
	※お問い合わせはメールまたはFAXにてお願いいたします。
※参加を申し込まれた方には、７月下旬に「受付確認書」をお送りします。


2015年／第26回全国キリスト教学校人権教育セミナー　日程
	（オプション）８月17日（月）


	９：00～17：00
	フィールドワーク　Ａコース　＊JR新宿駅西口集合
戦争と平和を考える「原爆の図　丸木美術館」見学＆相模湖ダム歴史現場研修

	13：00～16：00
	フィールドワーク　Ｂコース ＊お肉の情報館集合（東京都中央卸売市場食肉市場 センタービル6階）
お肉の情報館見学＆芝浦と場労働者との懇談（分科会①参加者優先・限定10 人）

	一日目　８月18日（火）　　［会場］恵泉女学園大学　(東京都多摩市南野２丁目10 −１)

	８：30～

９：00～９：30

９：30～９：50

10：00～12：00

12：00～12：50

13：00～15：50

16：00～17：20 

17：30～19：30
	受付
開会礼拝：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はま),浜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さき),﨑) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まさ),眞)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),実)さん
基調報告：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),李) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そんじょん),省展)さん
全体会（１）「子どものいのちと人権」　司会：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちぇ),崔) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そん),善)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(え),愛)さん
昼食（お弁当とお茶を用意します） 
分科会
➀部落差別をなくす人権教育の創造　
➁学校とセクシュアル・マイノリティ
➂外国にルーツを持つ子どもたち
➃子どもへの虐待
➄道徳の「教科化」とキリスト教学校
戦後７０年特別講演：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うつみ),内海) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あいこ),愛子)さん
交流会

	二日目　８月19日（水）　　［会場］恵泉女学園大学　(東京都多摩市南野２丁目10 −１)

	８：30～
９：00～９：50
10：00～11：20
11：30～12：10
12：20～13：00
13：00～13：50
14：00
	受付
朝の祈り・聖書研究：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらい),荒井) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ささぐ),献)さん
全体会（２）「これからどうする？」
派遣礼拝：EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せきた),関田) EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろ),寛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),雄)さん
昼食（お弁当とお茶を用意します）
「全国キリスト教学校人権教育研究協議会」総会
終了


●主催　全国キリスト教学校人権教育研究協議会／第26回全国キリスト教学校人権教育セミナー実行委員会
●後援　カトリック中央協議会学校教育委員会／キリスト教学校教育同盟／キリスト教保育連盟

全国在日外国人教育研究協議会／日本カトリック学校連合会／日本キリスト教協議会教育部
●賛同　外国人住民基本法の制定を求める全国キリスト教連絡協議会／日本カトリック正義と平和協議会／カトリック部落差別人権委員会／在日韓国人問題研究所／在日大韓基督教会／日本キリスト教協議会在日外国人の人権委員会／日本キリスト教協議会部落差別問題委員会／日本基督教団在日韓国・朝鮮人連帯特設委員会／日本キリスト教団部落解放センター／日本キリスト教婦人矯風会／日本聖公会人権担当／日本バプテスト同盟／日本バプテスト連盟在日・日韓連帯特別委員会／日本バプテスト連盟部落問題特別委員会／日本ＹＷＣＡ／部落問題に取り組むキリスト教連帯会議　　　
※後援・賛同は含予定（2015年５月31日現在）
≪プログラムの内容≫
～８月18日 （火）～
【開会礼拝】浜﨑 眞実さん「無条件の生存の肯定〜生きるに値しないいのちはない〜」
 (カトリック相模原教会主任司祭／日本カトリック信徒宣教者会(JLMM)の担当司祭／
日本カトリック部落差別人権委員会委員）
【基調報告】李 省 展さん（恵泉女学園大学教員）
【全体会（１）】「子どものいのちと人権」　司会：崔 善 愛さん（ピアニスト／恵泉女学園大学講師）
日本社会、そして学校教育からも無視され周縁化されているマイノリティ（被差別少数者）当事者・支援者からの声を聴きます。そして、キリスト教学校の教育課題について、午後の分科会のコーディネーターから発題してもらいます。
【分科会】 
➀部落差別をなくす人権教育の創造　
発題者：光賀 裕一さん（墨田区小学校教員）
コーディネーター：水野 松男さん（NCC部落差別問題委員会）

と畜からはじまる私たちの暮らしや文化は今も昔もとても豊かです。この豊かさへの気づきから、あらためて部落差別を考え直そう、それが今回の分科会のテーマです。考えてもみなかった私たちの暮らし、でも考えてみれば、あれも、これも、とても身近な事柄であることに気づきます。部落差別によって閉ざされてきた世界の再認識をはじめましょう。「部落差別、皮革文化と私たちの暮らし」をコーディネーターの水野がナビゲート。墨田区の小学校で皮革の生産や食肉市場で働く人たちを総合的な学習の時間でとりあげ、子どもたちと共に同和教育の学びをされてきた光賀さんからは、小学校での取り組みと経験をうかがいます。部落差別をどう教えるか、どうなくすか、共に考えてみましょう。
②学校とセクシュアル・マイノリティ　
発題者：２名
コーディネーター：赤嶺 容子さん（元中高養護教諭）

今年、東京渋谷区で「同性パートナー条例」が成立しました。セクシユアル・マイノリティ関連の記事も多くなりました。しかし、出会おうという意識がなければ、隣人であっても出会えず、みえないのです。まず出会って知ることが、共生の輪を広げていく第一歩ではないでしょうか。当事者二人の方に体験を語っていただきます。一人は、学校から社会への過程において、どのような場面で生きづらさの壁があったのか話します。また一人は、当事者でありキリスト教学校教員として、同僚の教員や生徒との関わりを通して、関係を深めどう絆を結びなおしたかを話します。学校での教育と社会の認知という視点で、一緒に考えたいと思います。
③外国にルーツをもつ子どもたち

発題者：高橋　徹さん（NPO法人多文化共生教育ネットワークかながわ）
コーディネーター：佐藤 信行さん（RAIK）
  　　　いま日本には、200万人以上の外国人が暮らしています。また、日本人との国際結婚から生まれた子どもたちも、急増しています。これら「外国にルーツを持つ子どもたち」に対して、日本の学校は、キリスト教学校は、どのように向き合ってきたのでしょうか？　日本における多文化共生教育の課題とその可能性について、それぞれの学校現場から考えてみましょう。高橋さんは、『まんが　クラスメイトは外国人――多文化共生20の物語』（2009年・明石書店）の「外国につながる子どもたちの物語」編集委員会メンバーです。
④子どもへの虐待
発題者：石井 花梨さん（カリヨン子どもセンター／社会福祉士）
コーディネーター：比企 敦子さん（NCC教育部）
虐待を受け、居場所がない子どものためのシェルター（緊急避難場所）が全国に広がってきています。子どものいのちの問題です。虐待は発覚しにくいのですが、子どもが周囲にSOSを出すこともあります。家庭で勉強や進路を強制し、子どもの自由を束縛する「教育的DV」も深刻な問題です。石井さんは、2004年センター設立当初から、傷ついた子どもたちを受けとめ、新しい生活の場を子ども自身や弁護士と一緒に考え、支援されてきました。当日は、カリヨン子どもセンターを利用したことのある女性と共に、困難を抱えた子どもたちに寄り添うおとなのあり方、学校・教員の皆さまへのお話を予定しています。「子どもシェルター全国ネットワーク」事務局。東京弁護士会の子どもの人権啓発のための演劇「子どもと弁護士でつくるお芝居　『もがれた翼』の16作品の脚本を担当。分科会ではそのDVDも観ます。

⑤道徳の「教科化」とキリスト教学校　
　　　発題者：坂東 資朗さん（西南学院中学高校教員）、井上 収之さん（元「こころとからだの学習」裁判原告）
　　　コーディネーター：本田栄一さん（前 桜美林中学高等学校長）大嶋果織さん（共愛学園前橋国際大学教員）
いままで文科省は学習指導要領を繰り返し改訂して「国を愛する心情」、「日本人としての自覚」などを学習目標に掲げて、子どもたちのこころに巧妙に働きかけ画策してきました。今回の「道徳の教科化」は目指してきた「期待される日本人」を規範化するものさしを導入しようと目論んでいるようにみえます。分科会では、この「道徳の教科化」導入の背景にはどのような意図があるのか。キリスト教学校に突き付けている問題とは何か、そして、キリスト教学校に導入された場合、宗教の教科として位置付けてきた聖書科が今後どのように扱われるのか、キリスト教学校はどう対応しようとしているのか、今後の取り組みについて考えます。

【戦後７０年特別講演】
　内海 愛子さん「戦後処理とアジア―残された植民地支配の清算―」

（大阪経済法科大学アジア太平洋研究センター所長）
＊主要著書＊『朝鮮人ＢＣ級戦犯の記録』（単著）勁草書房、1982年／『日本軍の捕虜政策』（単著）青木書店、2005年。『戦後責任－アジアのまなざしに応えて』岩波書店（共著）、2014年。

～８月19日 （水）～
【朝の祈り・聖書研究】
荒井 献さん「子どもの人権―マルコ10：13～16／マタイ19：13～15／ルカ 18：15～17 に寄せて ―」
（東京大学・恵泉女学園大学名誉教授）
＊主要著書＊『イエスとその時代』岩波新書、1974年／『新約聖書の女性観』岩波書店、1988年／『聖書のなかの差別と共生』岩波書店、1999年／『「強さの時代」に抗して」岩波書店、2005年／『イエス・キリストの言葉』岩波書店、2009年／『３・11以後とキリスト教』ぷねうま舎、2013年
【全体会（２）】「これからどうする？」
各分科会で提起された諸問題について共有し、教育課題をみんなで考えます。 
【派遣礼拝】 関田寛雄さん(日本キリスト教団神奈川教区巡回教師／青山学院大学名誉教授）
◇恵泉女学園大学の行き方◇
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➀東京駅から

東京―中央線―新宿―京王線―京王多摩センター　約60分

②羽田空港から

羽田空港―リムジンバス―京王多摩センター　約90分　　※交通状況で所要時間は前後します
◇スクールバス乗車場

京王線中央口・小田急線西口改札を出て左に進みます。京王プラザホテル多摩（三井住友銀行）の手前の階段を下るとバス乗り場があります。
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≪フィールドワーク≫
	Aコース　戦争と平和を考える（定員45人）

	「原爆の図　丸木美術館」見学　＆　相模湖ダム歴史現場研修

◇特別展示「発掘！知られざる原爆の図」をお見逃しなく！

原爆投下直後に広島へ入り、その惨禍を30年以上にわたって描き続けた画家・丸木位里（1901～1995）、丸木俊（1912～2000）。連作のうち第1部から14部は原爆の図丸木美術館に、第15部は長崎原爆資料館に常設展示されています。しかし、丸木夫妻はこの15部連作以外にも、「番外」とも言うべき「原爆の図」を各地に残しました。2015年夏、アメリカなどに６点を貸し出している間、各地で保管されている貴重な「原爆の図」の９点が公開されます。以下がその詳細です。

1． 長崎原爆の図二部作　三菱兵器工場・浦上天主堂　1954

2． ビルマ戦没者慰霊のために建てられた高野山成福院所蔵二部作　火・水 1959

3． 東京葛飾区勝養寺所蔵四部作　幽霊・火・水・夜　1982

4． 大阪人権資料館所蔵　被爆後の差別問題を描いた作品　高張提灯　1986

◇相模湖ダム歴史現場研修　　現地講師：田中 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なり),造)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まさ),雅)さん（高校教員）
　相模湖ダムは日本初の多目的人工湖で、１９４０年から４７年までの間に建設され、神奈川県民にとって不可欠の飲料水用ダム・発電所・観光地になっています。ダム建設のため、のべ360万人の労働者を動員され、この中には朝鮮・日本の労働者のほか、日本軍の捕虜になり強制連行された中国人労働者300人近くも含まれていました。劣悪な労働環境のほか、非人道的な虐待もあったため、83人の労働者が工事現場で亡くなり、この中には28人の中国人労働者も含まれています。殉難者を追悼するため、1979年から毎年７月末に追悼会が開かれています。地元の市民たちが「負の歴史」を掘り起こし、記録、保存、慰霊活動に取り組み、歴史的「事実」を真摯に語り継いだ姿勢を学びたいと思います。

集合：新宿駅西口午前８時30分（予定）　／　解散：京王プラザホテル多摩（多摩センター駅）駐車場

＊参加される方には、後日葉書で詳細をお知らせします。
＊貸し切りバスですので、終日荷物を積むこともできます。

	

	Ｂコース　お肉の情報館見学＆芝浦と場労働者との懇談（分科会①参加者・限定10 人）

	現代の服飾文化や食肉文化は、私たちの日常生活にとって欠かすことが出来ないものとなっています。このセミナーでは、私たちの暮らしを日々支えている「と畜」労働に関して、芝浦と場で働いている労働者との懇談やお肉の情報館や芝浦と場を中心とした施設見学をすることで理解を深めます。そして、セミナーを通して部落差別と場労働者への職業差別や偏見に関しても考える機会にします。
内容　①オリエンテーション（6階　お肉情報館・AVルーム）

　　　　②ビデオ上映「お肉の生産工場食肉市場・芝浦と場」（6階　お肉情報館・AVルーム）

　　　　③お肉の情報館見学＆芝浦と場労働者との懇談（6階　お肉情報館・AVルーム）　　

　　　　　　お話：高城順さん（全芝浦屠場労働組合／部落解放同盟東京都連合会品川支部）


全国キリスト教学校人権教育研究協議会の歩み　　
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【開催の目的】


①キリスト教学校および公私立学校で人権教育に関心を持っている教職員、また人権教育に関心を寄せるキリスト者・市民・保護者・学生の出会いの場をもつ。 


②人権教育の実践に学び合い、分かち合い、建設的な関係を築く。


③キリスト教学校での人権教育のあり方を探求し、人権教育の広がりを創る。





第26回 全国キリスト教学校人権教育セミナー要項 


子どものいのちと人権―キリスト教学校の教育課題―
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